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昭
和
四
十
繍
籍
簿
印
第
二
種
郵
便
物
認
可
昭
和
四
十
二
年
五
月
一
日
印
刷
通
巻
七
十
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号
昭
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四
十
二
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迩
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毎
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雲の女たちがねこるんて鳴いた
嘆製は嫌いだという男が－匹の蝶を握っている
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祝神
戸
開
港
一
○
○
年
祭

農

灘

灘

☆
祝
賀
行
事
ご
あ
ん
な
い

港
繁
栄
祈
願
祭
Ⅱ
５
月
妬
日
（
月
）
午
前
８
時

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
で
原
口
市
長
が
「
奉
幣
の
儀
」
を

と
り
行
い
ま
す
。

祝
賀
式
典
Ⅱ
５
月
晦
日
（
月
）
午
前
Ⅲ
時

市
立
中
央
体
育
館
（
生
田
区
大
倉
山
）
高
松
宮
殿
下

ご
臨
席
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
シ
ア
ト
ル
、
神
戸
二
姉

妹
港
提
携
式
。

開
港
百
年
祭
記
念
展
’
５
月
岨
日
（
金
）
〜
Ⅳ
日
（
水
）

そ
ご
う
百
貨
店
６
階
催
場
（
国
鉄
二
宮
駅
南
側
）
で

神
戸
開
港
か
ら
現
在
、
未
来
の
神
戸
港
を
模
型
や
写

真
な
ど
で
展
覧
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
５
月
珊
日
（
火
）
〜
Ⅳ
日
（
水
）

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
神
戸
市
と
朝
日
新
聞
社
の

共
催
で
「
港
湾
と
地
域
開
発
」
に
つ
い
て
。

花
電
車
Ⅱ
５
月
胆
日
（
令
一
）
〜
肥
日
（
火
）

市
電
の
全
路
線
を
い
ろ
い
ろ
な
装
い
を
こ
ら
し
た
花

電
車
が
数
台
巡
回
。
ミ
ス
神
戸
ら
乗
車
。

懐
古
行
列
Ⅱ
５
月
巧
日
（
月
）

湊
川
公
園
１
束
遊
園
地
（
予
定
）
光
源
氏
、
義
経
な

ど
神
戸
に
ゆ
か
り
の
あ
る
約
二
百
人
の
ふ
ん
装
で
パ

レ
ー
ド
。

国
際
行
列
Ⅱ
５
月
賜
日
（
月
）

市
内
主
要
地
点
で
、
在
神
領
事
館
約
加
ヵ
国
が
参
加

し
て
の
民
族
衣
装
の
花
自
動
車
パ
レ
ー
ド
。

市
民
民
踊
大
会
Ⅱ
５
月
明
日
（
月
）
午
後
３
時

東
遊
園
地
付
近
（
市
役
所
南
側
）
神
戸
市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
、
婦
人
団
体
な
ど
の
婦
人
約
七
百
名

に
よ
る
民
踊
。

日
展
神
戸
展
Ⅱ
５
月
Ｍ
日
（
日
）
〜
６
月
４
日
（
月
）

市
立
王
子
体
育
館
（
灘
区
王
子
町
「
動
物
園
前
」
下

車
）
郷
土
出
身
者
の
出
品
も
含
む
日
本
画
、
洋
凹
、

彫
刻
な
ど
約
五
百
点
。
前
売
券
発
売
予
定
．

神
戸
力
Ｉ
ニ
バ
ル
Ⅱ
５
月
Ｍ
日
（
日
）

市
内
各
区
お
よ
び
市
内
各
所
で
実
施
。
今
回
が
は
じ

め
て
の
行
事
で
参
加
は
個
人
、
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
・

摩
耶
大
橋
の
電
飾
Ⅱ
５
月
Ｍ
日
（
日
）
〜
５
月
恥
日
（
火
）

昨
年
完
成
の
摩
耶
大
橋
を
電
球
で
飾
り
、
夜
は
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
橋
の
姿
を
浮
か
ば
せ
ま
す
。

音
楽
大
行
進
’
５
月
晦
日
（
月
）

湊
川
公
園
ｌ
東
遊
園
地
（
予
定
）
神
戸
市
消
防
音
楽

隊
、
県
警
音
楽
隊
な
ど
約
八
百
人
も
の
大
音
楽
ぺ
ｌ

ジ
ェ
ン
ト
。

市
民
劇
場
「
オ
ペ
ラ
ハ
イ
ラ
イ
ト
集
」

Ⅱ
５
月
晦
日
（
月
）
午
後
６
時
。
神
戸
国
際
会
館
（
市

電
・
一
一
宮
下
車
）
京
都
市
交
響
楽
団
と
二
期
会
。
立
川

澄
人
、
中
村
健
ほ
か
出
演
。

バ
ラ
展
Ⅱ
５
月
脇
日
（
火
）
〜
剛
日
（
日
）

大
丸
神
戸
店
６
階
で
神
戸
バ
ラ
協
会
会
員
に
よ
る
約

一
千
点
の
バ
ラ
出
品
。

サ
ッ
カ
ー
公
開
試
合
Ⅱ
５
月
哩
日
（
日
）

皿
市
立
王
子
競
技
場
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
対
古
河
電
工
（
予

定
）
。
入
場
有
料
。
カ
メ
ラ
／
緒
方
し
げ
を

｜
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タジマのダイヤモ零ド
今まではベルギーアントワープのダイヤモンド・マ
ーケットからの直輸入をいたしておりましたが、最
近、ニューヨークのマーケットからも優秀なダイヤ
モンドの直輸入を初めました。
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姉
の
順
子
さ
ん
と
と
も
に
沢
松
姉
妹
と
し
て
テ
ニ
ス
界
に
旋
風
を
ま
き
お
こ
し
た
沢
松
和
子
さ
ん
（
松
蔭
女
子
高
二
年
）
。
先
日
お
こ
な
‐
わ
れ
た
全
日
本
室
内
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
で
史

上
燈
年
少
の
優
勝
を
飾
っ
た
．
あ
い
に
く
の
雨
も
よ
う
の
空
の
下
に
白
い
シ
ョ
ー
ツ
姿
で
白
球
を
追
う
．
一
七
一
一
セ
ン
チ
と
い
う
し
な
や
か
．
な
長
身
が
コ
ー
ト
狭
し
と
、
と
び
は
ね
る
。

〃
の
び
の
び
と
育
っ
た
明
る
い
可
愛
ら
し
さ
と
、
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
な
さ
わ
や
か
さ
〃
彼
女
が
テ
ニ
ス
を
始
め
た
の
は
中
学
一
年
の
と
き
か
ら
。
軟
式
テ
ニ
ス
の
名
門
校
松
蔭
に
硬
式
テ
ニ

ス
部
が
お
か
．
れ
た
の
は
二
年
，
前
。
そ
の
歴
中
へ
の
宰
撰
い
師
（
式
テ
ニ
ス
萄
郡
で
宿
次
松
姉
妹
は
猫
浄
々
の
カ
ッ
プ
を
獲
得
し
、
め
ざ
ま
し
い
》
宿
躍
や
を
み
せ
て
い
る
。
》
激
し
い
練
習
、
試
合
の
間
に
は
静

か
に
レ
コ
ｉ
ド
を
楽
し
む
。
「
姉
と
二
人
で
一
組
な
の
」
と
笑
う
．
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
大
学
に
進
ん
だ
順
子
さ
ん
と
は
別
行
動
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
一
・
人
立
ち
の
転
機
を
む
か
え
て

い
る
。
資
質
に
恵
ま
れ
た
ラ
イ
バ
ル
同
士
と
し
て
、
仲
叩
の
良
い
姉
妹
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
柚
叩
ぴ
き
っ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
八
写
真
は
西
宮
市
の
自
宅
コ
ー
ト
に
て
。
右
、
姉
沢
松
順
子
さ
ん
と
〉

沢
松
和
子
〈
松
蔭
女
子
高
校
庭
球
部
・
全
日
本
室
内
テ
ニ
ス
大
会
優
勝
〉

進
弓茜マヱ

Ｌ

。
‐

b

９

『
ｐ
ｑ
ｊ
１
■

ｒ

画＝ー~ 可認溌騨函必ﾛ ＝

「
１

Ｆ
‐
’
■

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



1京Ｌ

時

型一卜

ー

今

商一一雲も軍。津９． 詮覗函L

－ア緑 の美しい季節に
おしゃれな帽子を
婦人帽子

マキラグ> Ｐ
神戸・トアロード
ＴＥＬ神戸3 3 - 6 7 1 1 - 3

東京・銀座３－２
ＴＥＬ東京5 ３５－５０４１

瓢

歯

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

水
谷
頴
介
〈
大
阪
市
立
大
学
工
学
部
都
市
計
画
研
究
室
〉

露F 写一

,ＩＩＬ 摩
耶
大
橋
に
立
つ
水
谷
氏
の
背
後
に
六
甲
山
系
と
明
る
い
神
戸
の
街
な
み
、
前
方
に
は
摩
耶
埠
頭
か
ら
望
む
神
戸
港
の
出
入
船
の
姿
と
海
の
広
が
り
が
あ
る
．

〃
大
阪
湾
チ
ャ
ン
ネ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
〃
な
ど
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
虹
世
紀
の
開
西
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
。
〃
神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
〃
で
神
戸
市
街
地
全
体
の
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
を
う
ち
だ
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
構
想
は
、
神
戸
の
風
土
が
生
ん
だ
新
し
い
タ
イ
プ
の
行
動
的
な
学
者
の
面
目
躍
如
と
し
た
一
面
を
見
せ
て
い
る
．

昭
和
十
年
生
れ
．
芦
屋
高
校
か
ら
神
戸
大
学
工
学
部
へ
。
現
在
は
大
阪
市
立
大
学
工
学
部
都
市
計
画
研
究
室
で
活
躍
．
ま
た
、
六
甲
の
ア
ト
リ
エ
で
は
チ
ー
ム

Ｕ
Ｒ
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
と
〃
街
づ
く
り
〃
の
様
々
な
テ
ー
マ
に
と
り
く
ん
で
い
る
．
白
川
団
地
の
設
計
、
三
宮
の
将
来
図
の
ス
ケ
ッ
チ
、
湊
川
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
の

基
本
計
画
と
ダ
プ
ル
デ
ッ
キ
の
実
現
な
ど
神
戸
っ
子
の
身
近
か
な
住
い
の
問
題
も
多
い
。

開
港
百
年
の
神
戸
は
外
来
思
想
の
接
点
と
し
て
栄
え
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
百
年
は
日
本
独
自
の
、
神
戸
独
自
の
新
し
い
技
術
開
発
に
よ
っ
て
国
際
的
な
地
位
を

確
保
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
．
フ
ァ
ィ
タ
ー
水
谷
氏
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
．
〈
摩
耶
大
橋
に
て
〉
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田崎真珠
本店神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店神戸新聞会館秀品店内
あなたの真珠はパール・マークのお店で

日本真珠小売店協会加盟店

夢 雨

露若草の野に優雅な輝やきタサキパール
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史
跡
を
歩
い
て
歴
史
を
さ
ぐ
る
Ｉ
。

神
戸
を
中
心
に
兵
庫
県
下
約
八
百
の
史

跡
を
調
査
、
資
料
を
あ
つ
め
て
研
究
を

続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
神
戸
史
談
会

は
今
日
ま
で
六
十
四
年
間
、
市
民
と
と

も
に
郷
土
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る
た

め
、
地
味
な
あ
ゆ
み
を
か
さ
ね
て
き
た
。

現
在
、
会
員
は
二
百
五
十
余
名
、
川

辺
賢
武
氏
を
中
心
に
毎
月
一
回
例
会
を

も
ち
、
活
発
な
研
究
発
表
や
隠
れ
て
い

る
貴
重
な
資
料
の
あ
り
場
所
を
求
め
て

歩
く
。はに

わ
、
土
器
、
瓦
な
ど
考
古
学
出

土
品
、
石
塔
、
灯
篭
な
ど
の
石
造
美
術

品
、
仏
像
な
ど
の
彫
刻
品
、
古
文
書
等
、

各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
の
パ
ー
ト
を

も
っ
て
集
中
的
に
研
究
し
て
い
る
．
そ

の
資
料
に
も
と
ず
く
史
跡
、
旧
跡
の
保

存
に
つ
い
て
市
当
局
の
注
意
を
う
な
が

し
た
こ
と
は
幾
度
か
あ
り
、
神
戸
市
が

史
跡
等
に
標
柱
を
建
て
て
い
る
の
は
、

ほ
と
ん
ど
こ
の
会
の
申
し
出
に
よ
っ
て

い
る
と
い
う
。
昭
和
三
十
五
年
十
一
月

三
日
に
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
兵
庫

県
か
ら
文
化
賞
が
贈
ら
れ
た
．
今
年
は

開
港
百
年
．
郷
土
の
歴
史
の
探
究
に
日

夜
努
力
す
る
神
戸
史
談
会
は
一
段
と
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

写
真
は
前
列
左
か
ら
森
貞
雄
（
第
一

運
輸
Ｋ
Ｋ
）
安
達
房
治
（
保
護
司
）
柳

田
義
一
（
太
陽
紘
工
Ｋ
Ｋ
監
査
役
）
松

本
楠
夫
（
元
兵
庫
県
高
等
学
校
長
会
会

長
）
由
良
昌
義
（
兵
庫
写
壇
連
盟
理
事

長
）
川
辺
賢
武
（
神
戸
市
史
編
集
室
）

黒
田
義
隆
（
明
石
市
史
編
集
長
）
石
阪

孝
二
郎
（
澱
粉
商
）
後
列
左
か
ら
小
倉

大
二
郎
（
西
灘
幼
稚
園
長
）
平
野
信
三

（
昆
布
商
）
西
川
直
佑
（
神
友
会
事
務

長
）
Ⅱ
三
宮
神
社
境
内
の
神
戸
事
件
碑

前
で
写
す
。

』

早｛

序
ｅ
Ｂ
ａ
量
聴
＆
■
し
専
謝
１

１
１
１
１
・
・
ｂ
Ⅸ
■
限
‐
】

：

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



気品ただよう

ムラタパールで日本の

．優雅さを－

亀

■

花のフランスから

夏のプレタポルテと

高級舶来雑貨が
ＡＩＲＭＡＩＬでとどきました

肌, α此画
村田＊真珠／銀座山岡＊毛皮／舶来婦人服飾

さんちか＊レデイスタウン・ＴＥＬ3 9 - 3 8 8 6～７
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
て
す

鱗口
特
集
ｌ
神
戸
開
港
百
年
祭
崇

Ｆ
ｎ
ｐ
ｖ
月
号
目
次
晶
幽
》神

表紙／小磯良平
１S e c o n d C o v e r ／津高和一
３ズーム・アップ／撮影＝浜岡収
⑨沢松和子⑩水谷頴介

７ある集い／神戸史談会
皿わたしの意見／田中健一郎
１３随想/ アイスキャンデーとサトウキビ・南部ひろ
＞随想/八ｯ当り酒欄記.甲斐勝郎
１６ある集い＝その足あと／川辺賢武
１９随想／船の旅・林田童五郎
２５神戸っ子放談／阿部荘吉
３０経済ポケットジャーナル

３３パイオニア神戸く５＞／ジョセフ・ピコ。西松五郎
３９技術ジャーナル
４０神戸のアーパンデザイン／水谷願介十

神戸のモダーンリビング／チームＵＲ
４２ＣＩＮＥＭＡ⑩／淀川長治
４４ＫＯＢＥ, ＳＳＨＩＰＬＯＵＮＧＥ⑩／文・玉奥章
４６動物園飼育日記⑫／屯井一成
４９L e t ，s G o A m e r i c a n F o o t B a l l ⑤／米田満
５０神戸っ子酒祭り開かれる
５４特集①神戸カーニバルによせて

①鴨居玲②ブラジル領事
６０ＫｏｂｅL o o k ／福富芳美
６９特集②世界に伸びる神戸港
７９特集③三姉妹港提携メッセージ
８５特集③三姉妹港を語る

諸岡博熊・毛利治男・M r s ､ P a s t o o r ・黄純哲
９１男の気持④つまらぬ神戸／向井修二
９２れんきいマンガ⑰ベッコ／永井文明
９６神戸遊戯誌＠．サッカー〈４＞／青木重雄
９８うまいもん巡礼⑳／赤尾兜子
1 0 0 淑女入門④変化球淑女・名村喜久江
1 0 3 ＩＮＧコーナー

1 0 4 ポケットジャーナル

1 0 8 異人館物語第五話
耽溺の詩人モラエス④／小山牧子

1 1 8 連載小説＝兵庫の女く十五回> ／武田繁太郎
1 2 5 対話１２ヶ月

対話＝安水稔和・カメラ＝緒方しげを
1 2 8 銘店抄／赤根和生
カメラ／米田定蔵・赤松鹿三郎
レイアウト・カット／港野千穂

笈笈沢】

／ 影〃
あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る
神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

一

の

〈
や
γ
亀
，二一

彩乏
'

／
Ｐ

ノ

ｸ房一声
／

〃筆！！！
／／
／／
ノノ

¥=魚隻

Ｌ

¥奪喝轡i:r￥ 軒
塗

司
１

Ｌ彊
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五』！

冊
剛
好
一

ｌ
ｉ
Ｈ
画
図

八こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

、
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1 m

=

ﾗ 巷 の見えるレストラン

フラルキタノ

ヨーロッパ伝統の味とサービス
北野クラブのジュニア・レストラン、ブランドウブラン〃
が京町筋神栄ビル７階に開店いたしました。

神戸っ子のみなさまに愛され、また神戸っ子が誇りを持
って、お客さまをご招待していただけるようにつとめて

おります。

ＫＱ
ｎｎ

ＫＩＴＡＮＯＣＬＵＢ
Re s t a u r a n t

ＣＯＲＡＬＫＩＴＡＮＯ
北野町Ｔｅ 1 ．２３－２２５１

Ｒ面ｇｍＡｒＴＲＡＮＴ

血
ブランドウブラン

Ｔｅ１．３２－’４５５
京町7 ７－１

。/ －－．１k 画杏ﾃ ル
二鳥/ 1 頭蚕_ 」こ

－う
こ７
オリエソタルホ Ｅ

ユーポートホテル
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恵まれた郷土に
誇りと喜びを

ｌ
神
戸
力
‐
ニ
バ
ル
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ど
ん
ど
ん
川

て
い
ま
す
が
…
…

「
わ
た
し
は
以
前
か
ら
〃
神
戸
の
文
化
を
す
す
め
る
会
″
で
、

津
高
和
一
、
貝
原
六
一
、
陳
舜
臣
、
十
河
巌
各
氏
と
、
市
民
不
在

の
ま
つ
り
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
み
な
と
の
ま
つ
り
よ
り
も
、
市
民

が
誰
で
も
参
加
で
き
る
ハ
イ
カ
ラ
で
バ
タ
く
さ
い
、
神
戸
の
名
物

に
な
る
よ
う
な
お
ま
つ
り
が
あ
れ
ば
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
神
戸
開
港
百
年
で
毎
日
新
聞
か
ら
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
を
計
画
し

て
い
る
の
だ
が
と
い
う
こ
と
で
ね
が
っ
た
り
か
な
っ
た
り
の
チ
ャ

ン
ス
と
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

六
甲
山
系
に
〃
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
〃
の
電
飾
や
、
商
店
街
の
シ

ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
絵
を
入
れ
て
街
頭
美
術
展
も
お
も
し
ろ
い

し
、
音
楽
コ
ー
ナ
ー
も
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
で
街
の
あ
ち
こ
ち
に

つ
く
れ
ば
い
い
、
道
路
を
は
さ
む
ビ
ル
に
は
照
明
設
備
を
設
け
て

ビ
ル
の
屋
上
か
ら
は
花
ふ
ぶ
き
を
投
げ
る
な
ど
し
て
・
ハ
レ
ー
ド
に

花
を
添
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
む
ず
か
し
い
理
屈
を
い
わ
ず
、
警

察
も
大
目
に
み
て
ほ
し
い
の
で
す
。
在
住
外
国
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
あ
る
民
族
衣
裳
を
つ
け
て
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
に

も
な
っ
て
お
り
、
神
戸
の
土
地
柄
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
神
戸
の
人
た
ち
が
す
べ
て
そ
の
日
は
童
心
に
も
ど
っ

て
政
治
的
・
宗
教
的
な
色
彩
を
い
っ
さ
い
の
ぞ
い
て
あ
そ
ぶ
た
め

に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

神
戸
は
狭
い
土
地
な
の
で
、
お
ま
つ
り
を
す
る
広
場
が
な
い
。

で
す
か
ら
広
場
が
わ
り
に
広
い
道
路
を
し
ゃ
断
し
て
代
用
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
徳
島
の
阿
波
お
ど
り
や
札
幌
の
雪
ま

つ
り
の
よ
う
に
神
戸
は
こ
の
土
地
を
生
か
し
た
、
最
近
、
意
気
沈

滞
し
て
き
て
い
る
空
気
を
一
挙
に
ば
ん
回
し
て
、
神
戸
の
繁
栄
を

は
か
る
た
め
に
ぜ
ひ
や
り
た
い
で
す
ね
。
日
本
中
か
ら
神
戸
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
れ
は
理
屈
ぬ
き
の
馬
鹿
騒
ぎ

を
や
れ
ば
い
い
と
思
う
の
で
す
。

神
戸
は
文
化
的
に
も
す
ぐ
れ
た
人
た
ち
が
数
多
く
お
ら
れ
る
こ

と
な
の
で
す
か
ら
、
神
戸
の
文
化
向
上
を
は
か
る
た
め
に
も
、
根

本
的
な
神
戸
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
創
り
出
す
雰
囲
気
を
つ
く
る
の

で
す
。山

に
恵
ま
れ
、
水
に
恵
ま
れ
、
酒
も
鮮
魚
も
、
肉
や
米
に
わ
た

っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
恵
ま
れ
た
土
地
へ
の
感
謝
の
気
持
で

そ
れ
ぞ
れ
、
誇
り
と
喜
び
を
持
っ
た
人
が
一
人
で
も
多
く
参
加
す

る
こ
と
が
、
こ
の
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
を
必
ず
盛
り
あ
げ
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
同
時
に
将
来
神
戸
の
繁
栄
を
は
か
る
い

い
機
会
で
も
あ
る
わ
け
で
す
」

＜甲南汽船株式会社社長＞
田中健一郎

恥

1１

た しの意見
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憩いの家具。室内装飾一・工芸品
ひとときを
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風味一
戸
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に
な
め
て
い
た
。
休
日
で
も
な
い
の
に
ろ
う
。
ポ
ロ
船
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
と
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
子
供
る
入
江
の
そ
ば
を
ノ
ロ
ノ
ロ
と
進
ん
で

香
港
の
下
町
を
歩
く
と
ア
イ
ス
キ
ャ
そ
う
い
わ
れ
れ
ば
香
港
島
の
郊
外
に
あ
ト
の
十
五
階
に
も
小
学
校
が
あ
っ
た
が

生
た
ち
が
む
ら
が
り
、
薄
紫
色
の
細
長
会
っ
た
。
三
部
授
業
の
遅
い
勉
強
が
終
ま
く
使
い
こ
な
し
て
い
る
合
理
性
に
は

く
。
九
竜
の
難
民
ア
。
〈
Ｉ
卜
の
一
階
に
暗
く
な
り
は
じ
め
た
道
い
つ
ぱ
い
に
大
は
十
五
階
ま
で
テ
ク
テ
ク
と
歩
い
て
通

八
毎
日
新
聞
社
学
芸
部
Ｖ

南
部
ひ
ろ
ｌ
写
真
も
Ｉ

て
、
朝
早
く
か
ら
．
〈
ジ
ャ
マ
姿
の
小
学
カ
バ
ン
を
さ
げ
て
歩
い
て
く
る
の
に
出
と
つ
の
建
て
も
の
を
住
宅
と
学
校
に
う

は
小
さ
な
駄
菓
子
屋
が
店
を
開
い
て
い
勢
の
小
学
生
た
ち
が
肩
か
ら
ズ
ッ
ク
の
う
の
だ
そ
う
だ
。
土
地
の
狭
さ
か
ら
ひ

る
子
供
た
ち
の
姿
が
や
た
ら
と
目
に
つ
に
夕
ご
飯
を
食
べ
に
出
か
け
た
と
き
、
て
い
な
い
。
一
階
に
住
ん
で
い
る
子
供

い
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
を
お
い
し
そ
う
っ
て
帰
っ
て
く
る
途
中
だ
っ
た
の
だ
感
心
さ
せ
ら
れ
た
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ン
デ
ー
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
か
じ
っ
て
い
る
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
の
水
上
レ
ス
ト
ラ
ン
驚
い
た
こ
と
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
い

サ
ト
ウ
キ
ビ

ｐ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
ガ
イ
ド
さ
ん
か
か
ら
い
つ
ま
で
も
見
え
て
い
た
。

甑認蕊

学
校
は
二
部
、
三
部
授
業
が
ふ
つ
う
だ
い
ち
ば
ん
う
え
の
階
に
あ
っ
て
屋
上
が

た
ち
が
駄
菓
子
屋
の
ま
わ
り
を
ウ
ロ
ウ
行
く
子
供
た
ち
の
列
は
タ
ク
シ
ー
の
な

か
ら
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
運
動
場
に
な
っ
て
い
る
。
難
民
ア
・
ハ
ー

に
聞
い
て
み
る
と
「
あ
あ
。
香
港
の
小
香
港
の
小
学
校
は
高
層
ア
・
ハ
ー
ト
の 香港島のフェリー・ポートのり場付近の港

1３

蕊蕊
埋鴛
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あ
ふ
れ
て
い
る
。
香
港
島
の
下
町
に
あ

る
観
光
地
、
タ
イ
ガ
ー
・
バ
ウ
ム
・
ガ
ー

デ
ン
に
は
、
こ
う
し
た
少
年
や
少
女
た

ち
が
観
光
客
に
ミ
ャ
ゲ
も
の
を
売
り
つ

け
よ
う
と
し
の
ぎ
を
け
ず
っ
て
い
た
。

こ
の
公
園
は
虎
文
胡
と
い
う
億
万
長

者
が
ぜ
い
を
つ
く
し
て
建
て
た
私
邸
だ

が
、
そ
の
横
に
は
、
難
民
の
、
い
ま
に

も
く
ず
れ
落
ち
そ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
が
、

び
っ
し
り
と
軒
を
並
べ
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
遊
び
に
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
、
ポ
ロ
を
ま
と
っ
た
幼
な
い
兄
妹
が

目
に
と
ま
っ
た
の
で
カ
メ
ラ
を
む
け
た

と
こ
ろ
、
子
供
ら
し
い
て
れ
た
よ
う
な

表
情
で
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
く
れ
た
が
、

に
な
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
私
に
は
気

が
遠
く
な
り
そ
う
な
話
だ
っ
た
。

日
本
で
は
〃
産
児
制
限
″
が
盛
ん
だ

が
、
台
湾
生
ま
れ
の
ガ
イ
ド
さ
ん
は
流

ち
ょ
う
な
日
本
語
で
「
中
国
の
誇
り
は

人
間
の
数
で
す
」
と
し
き
り
に
強
調
す

る
。
難
民
ア
。
ハ
ー
ト
の
貧
し
い
人
た
ち

も
五
、
六
人
以
上
の
子
供
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
。
ま
さ
に
〃
貧
乏
人
の
子
だ

く
さ
ん
″
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
香
港
に
は
公
立
の
小
学

校
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
お
金
の
か
か
る
私
立
。
だ
か
ら
、

下
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
月
謝
が
払
え

な
く
て
学
校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
が

八
シ
当
り

1４

や

酒
欄
記

甲
斐
勝
郎

（
甲
斐
機
船
Ｋ
Ｋ
社
長
）

〃
神
戸
っ
子
″
二
月
号
を
い
た
だ
い

た
。
そ
う
し
て
早
速
と
「
酒
徒
番
附
」

を
見
た
。
こ
れ
に
は
わ
け
が
あ
っ
た
。

今
年
の
一
月
中
旬
、
毎
年
の
行
事

（
昔
の
仲
間
）
の
新
年
会
の
折
、
談
偶

為
、
こ
の
話
に
及
ん
だ
か
ら
だ
…
：
．

「
俺
は
病
気
だ
っ
た
か
ら
、
今
年
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
と
た
ん
、
兄
妹

は
「
お
金
を
く
れ
」
と
低
い
声
で
な
ん

度
も
く
り
返
し
な
が
ら
、
し
つ
つ
こ
く

あ
と
を
つ
い
て
く
る
。
し
か
た
が
な
い

の
で
小
ゼ
ニ
を
二
、
三
枚
渡
し
た
の
だ

が
、
な
ん
だ
か
一
表
切
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
て
や
り
切
れ
な
か
っ
た
。

日
本
に
多
い
チ
ン
ピ
ラ
や
グ
レ
ン
隊

は
夜
の
下
町
で
も
、
ま
っ
た
く
見
当
ら

な
か
っ
た
が
、
九
竜
に
あ
る
ア
ヘ
ン
中

毒
者
の
収
容
所
に
は
十
五
、
六
才
の
子

供
の
患
者
も
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
彼

ら
は
き
っ
と
十
五
、
六
才
に
な
る
ま
で

〃
子
供
ら
し
い
生
活
″
を
味
わ
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
子
供

た
ち
の
姿
は
、
色
刷
り
の
華
や
か
な
ガ

イ
ド
・
ブ
ッ
ク
に
は
な
い
香
港
の
〃
素

顔
″
を
私
に
み
せ
て
く
れ
た
よ
う
な
気

が
し
た
。
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「
い
や
も
う
お
互
お
年
寄
よ
。
年
寄
株
僕
は
神
戸
で
こ
そ
生
ま
れ
な
か
っ
た
う
の
も
お
か
し
い
し
、
第
一
、
オ
エ
ラ

「
催
は
暫
時
休
場
」
と
、
吉
沢
独
陽
。

知
っ
た
次
第
だ
っ
た
。

木
太
一
郎
先
輩
か
ら
、

前
頭
か
十
両
で
、
始
め
て
入
幕
を
許
さ

う
し
て
直
木
先
輩
が
、
審
査
員
だ
と
、
出
来
な
い
し
、
ま
た
の
ん
だ
気
が
せ
ぬ
。
不
酔
如
件
ｌ
昭
和
四
二
・
二
・
一
一
Ｉ

れ
る
ま
で
、
正
直
な
話
、
僕
は
チ
ー
ト
で
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

れ
た
ら
し
い
。
入
幕
し
た
理
由
は
、
後

入
幕
と
い
う
や
つ
。

さ
け
だ
っ
た
ら
し
い
。

ど
う
も
僕
の
〃
年
長
の
故
″
の
、
お
な

ど
に
聞
い
て
知
っ
た
こ
と
な
の
だ
が
、

漢
」
と
僕
。

英
雄
。

と
で
外
さ
れ
ま
し
た
よ
」
ｌ
そ
し
て
店
こ
そ
大
阪
だ
が
、
の
尋
や
は
殆
ん
ど
い
知
っ
た
。

は
、
も
う
神
戸
に
い
な
い
、
と
い
う
こ
き
か
ね
る
。
…
…
そ
れ
よ
か
、
僕
は
、

す
べ
き
こ
と
だ
と
、
今
更
の
よ
う
に
思

と
、
雅
楽
多
の
小
母
は
ん
に
ひ
や
か
さ
め
た
け
ど
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
大
阪
そ
の
上
、
年
令
も
年
令
。
今
更
〃
現

「
当
り
前
や
。
も
う
み
ん
な
還
暦
過
ぎ
神
戸
を
留
守
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
表
に
出
な
い
。
こ
れ
も
神
戸
っ
子
と
し

た
ん
ち
が
う
か
」
と
、
能
登
秀
夫
の
面
僕
自
身
、
ま
る
っ
き
り
の
、
正
真
正
銘
て
全
面
的
に
首
肯
出
来
な
い
。

な
い
十
河
巌
。

番
附
審
査
員
は
お
り
た
よ
」
と
、
及
川
ｌ
心
お
だ
や
か
で
な
い
．
全
く
僕
だ
。
こ
の
点
念
の
た
ぬ
申
し
入
れ
を

で
宮
地
の
ジ
ョ
ー
ジ
や
田
中
の
健
坊
な

こ
の
時
、
始
め
て
、
及
川
や
田
中
、
そ
神
戸
。
神
戸
で
な
い
と
僕
は
ゆ
っ
く
り

深
謝
・
多
謝
・
厚
謝
・
甚
謝
・
心
謝
。

モ
知
ら
な
か
っ
た
…
…
。

で
み
ん
な
ご
隠
居
さ
」
と
、
余
り
呑
め
が
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
、
ガ
タ
ば
か
り
が
相
集
う
場
所
と
格
式
で

有
が
あ
ざ
笑
う
。
の
〃
神
戸
っ
子
″
だ
、
と
信
じ
て
い
た

「
わ
し
や
、
お
ろ
さ
れ
た
か
ら
門
外
か
ら
だ
。
一
昨
年
、
神
戸
の
店
は
取
止
だ
が
だ
が
Ｉ
嶋
谷
文
公
と
菅
谷
の

「
今
年
の
酒
徒
番
附
に
は
、
あ
ん
た
人
気
な
い
こ
と
だ
が
、
僕
に
は
納
得
で

八
シ
当
り
ど
こ
ろ
か
、
心
か
ら
感
謝

「
出
て
ま
っ
せ
。
年
甲
斐
も
な
く
…
」

る
。
僕
な
ど
文
句
の
い
え
た
義
理
で
も

な
い
し
、
酒
格
喪
失
も
必
然
。

去
年
の
正
月
。
ま
た
別
の
会
で
、
直
あ
の
番
附
面
で
、
い
さ
さ
か
イ
チ
ャ
モ

天
晴
れ
な
サ
ョ
ナ
ラ
花
道
を
、
皆
さ
ん

く
だ
い
て
い
え
ば
ウ
ル
サ
型
的
名
誉

一
昨
年
の
「
酒
徒
番
附
」
に
、
僕
は

大
阪
は
僕
に
は
飽
く
ま
で
エ
ト
ラ
ン
ゼ

皆
神
戸
。
昭
和
の
始
め
、
約
十
年
程
は
僕
た
ち
が
巣
喰
う
シ
ョ
バ
は
あ
ん
ま
り

に
は
脈
に
落
ち
な
か
っ
た
の
だ
。

ン
を
つ
け
た
い
ご
仁
も
い
る
。
実
に
大
が
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

神
戸
に
い
な
い
、
と
い
う
理
由
な
ら
今
に
し
て
思
え
ば
、
実
に
時
を
得
た
、

役
酒
徒
″
に
は
到
底
か
な
わ
な
い
．
…
：

番
附
面
の
下
段
を
ウ
ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い

寛
ち
ゃ
ん
が
、
い
み
じ
く
も
僕
に
い
つ

（
略
敬
称
乞
諒
承
）

１
１５
１

酒
徒
番
附
や
」

な
い
と
あ
か
ん
ね
〃
。
そ
れ
が
神
戸
の

し
て
お
き
た
い
ｃ

リ
と
僕
の
心
臓
と
苦
言
を
と
め
て
し
ま

たっ
た
。
全
く
僕
の
お
手
挙
げ
、
完
敗
、

「
酒
歴
も
肝
心
や
け
ど
、
酒
品
酒
格
が

呑
め
な
い
ご
連
中
が
、
審
査
員
と
い

…
…
な
る
ほ
ど
、
あ
の
嶋
谷
で
さ
え

正
に
こ
の
言
は
い
い
得
て
妙
。
ピ
タ
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神
戸
史
談
会

川
辺
賢
武
瀞
噌
ャ
七
頁

（
神
戸
市
史
編
集
室
）

☆
あ
る
つ
ど
い
そ
の
足
あ
と

神
戸
史
談
会
は
兵
庫
県
下
に
お
け
る

郷
土
歴
史
研
究
団
体
と
し
て
は
恐
ら
く

最
古
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
会
は
日
露

戦
争
が
終
っ
て
、
講
和
条
約
が
結
ば
れ

た
明
治
三
十
八
年
七
月
に
創
立
さ
れ
、

以
来
半
世
紀
に
余
る
堅
実
な
基
礎
の
上

に
立
ち
、
各
界
の
識
者
、
専
門
家
を
擁

し
て
歴
史
の
研
究
と
、
そ
の
知
識
の
普

及
を
計
り
、
実
質
的
に
神
戸
市
を
中
心

と
す
る
地
方
文
化
の
あ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
の
保
護
、
先

賢
の
顕
彰
に
つ
と
め
、
郷
土
を
一
般
に

理
解
さ
せ
る
た
め
に
つ
く
し
た
会
員
の

1６

蕊
努
力
と
、
そ
の
残
し
て
き
た
功
績
は
相

当
大
き
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
事
実

だ
。
創
立
当
初
は
生
田
区
元
町
四
丁
目

に
あ
っ
た
旧
家
、
間
人
一
郎
氏
宅
に

福
原
潜
次
郎
氏
ら
五
、
六
人
が
集
ま
り

神
戸
の
思
い
出
を
語
り
合
う
程
度
で
、

特
別
に
規
則
を
つ
く
り
、
目
的
を
定
め

て
事
業
を
行
う
と
い
っ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
「
第
一
回
郷
土
歴

史
参
考
品
展
覧
会
」
を
同
年
九
月
に
開

催
し
て
後
、
現
在
ま
で
本
会
で
は
い
ろ

い
ろ
の
テ
ー
マ
で
、
一
般
市
民
所
蔵
の

参
考
資
料
の
出
品
を
求
め
て
時
機
に
適

し
た
展
覧
を
催
し
た
。
こ
れ
は
市
民
と

と
も
に
郷
土
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る

た
め
と
、
隠
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
の

あ
り
場
所
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
お
た
が
い
が
利
益
を

得
た
こ
と
は
実
に
大
き
か
っ
た
。
以
後

本
会
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
っ
て
承
る
と
、

明
治
四
十
年
十
月
、
宝
永
版
「
兵
庫
名

所
記
」
の
板
木
を
兵
庫
の
能
福
寺
で
発

見
、
印
刷
し
た
。
同
年
、
嘉
永
六
年
。
ヘ

リ
ー
提
督
一
行
が
浦
賀
上
陸
の
光
景
の

絵
は
が
き
を
発
行
し
、
日
米
親
善
の
意

味
で
米
国
大
統
領
や
関
係
者
に
送
っ

た
。
ま
た
「
雪
の
御
所
」
「
福
原
内
裏
」

そ
の
他
数
カ
所
の
保
存
と
、
福
厳
寺
を

史
跡
に
指
定
方
を
陳
情
、
同
四
十
三
年

兵
庫
の
名
松
「
和
田
の
笠
松
」
の
植
え

つ
ぎ
、
大
正
六
年
、
「
源
平
合
戦
戦
死

者
の
追
悼
会
」
を
行
い
、
同
年
、
神
戸

開
港
五
十
年
祝
典
を
挙
げ
る
に
際
し
て

歴
史
記
念
は
が
き
を
発
行
、
大
正
十
五

年
一
月
に
は
会
報
「
兵
庫
史
談
」
の
創

刊
、
こ
れ
は
の
ち
に
、
「
神
戸
史
談
」

と
改
名
さ
れ
た
。
同
年
十
月
「
考
古
資

料
展
覧
会
」
を
開
催
し
、
そ
の
後
「
大

楠
公
展
覧
会
」
「
明
治
戊
辰
展
覧
会
」

「
源
平
展
覧
会
」
「
神
戸
懐
古
展
覧
会
」

「
元
町
懐
古
資
料
展
」
な
ど
開
催
。
以

前
か
ら
市
当
局
で
は
、
先
賢
の
顕
彰
、

歴
史
、
史
跡
、
名
所
の
保
存
や
観
光
事

業
に
関
す
る
事
項
は
、
本
会
の
権
威
を

認
め
て
諮
問
す
る
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
、

市
の
諮
問
機
関
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は

今
も
変
り
は
な
い
。
昭
和
十
六
年
、
「
兵

庫
県
郷
土
人
物
誌
」
同
十
八
年
「
勤
皇

遺
烈
物
語
」
の
発
行
に
際
し
て
も
本
会

よ
り
委
員
及
び
顧
問
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
。
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
は
、

以
前
の
よ
う
な
大
規
模
な
展
覧
会
な
ど

の
事
業
は
や
れ
な
く
な
っ
た
の
は
止
む

を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
終
戦
後
、
市

が
戦
災
都
市
復
興
計
画
実
施
に
あ
た
り

史
跡
、
名
勝
、
遺
跡
な
ど
が
壊
滅
の
厄

に
あ
い
、
観
光
資
料
の
失
わ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
を
知
り
、
市
の
史
跡
調
査
委
員

と
し
て
、
市
の
施
設
を
進
め
る
上
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
。
本
会
の
事
務
所
は

現
在
市
史
編
集
室
に
お
き
、
会
長
制
と

幹
事
制
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
集
会
は

一
ヶ
月
に
一
度
、
会
場
は
固
定
せ
ず
、

社
寺
、
旧
家
そ
の
他
の
観
賞
の
対
象
物

や
研
究
史
料
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
場
所

を
選
び
、
史
料
の
調
査
と
日
頃
の
研
究

発
表
の
一
石
二
鳥
を
ね
ら
う
こ
と
に
し

て
、
現
在
も
続
け
て
い
る
。
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1７

楽しい子供の日は
世界の味、味覚の王者
ヒロタの洋菓子で…．

、

洋菓
蕊 勺

一ー.

鴬
店・三宮店・さんちか店< 神戸＞元町店．
店秀品店
店ｐ, 富国店. ・ウメダ店< 大阪＞梅新店
i ･ 心斉橋店・戎橋店大阪駅.東口店- i ･‘

ナンノヌ店・天王寺店・天満店・京橋店
守口店・新大阪駅店: ．淡路店・尼崎店
西尼崎店

きものと細貨

典ん電9 F ら港
神戸
西店／三宮センター街・電話３３－８８３６（代）

東店／三宮センター街・電話３３－０６２９

三宮店／三宮地下街・電話３９－４３０３

東京
銀座北店／銀座並木通り．､電話５７３－５２９８(代）
銀座南店／銀座並木通り・電話５７２－４８４７

（京阪神銀座タウン）
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新開店ごあいさつ
このたび､ ・３ﾉ j l O l I より1 . 1 本橋l ' { 木陰１階にクラシック調の
落ちついたコーナーを創りました。輸入1 1 , 1 , 、凶産I H I のオリジ
ナルネクタイを豊富に兇易く陳列いたしております。
来京へお越しのせつはぜひお立寄り下さい。

日本販売元

売町バザ1 －
神戸・元町１丁目ＴＥＬ（3 3 ）１４０１．７０３１
束京･日本橋盆台本屋ＴＥＬ(211)0511代

楽しい夢のある‘
ショッピングを. ノ

'X茅

R 悟量密

醗霧 識;;繍繍蕊
R悟量密

壕 鍵

トア・ロード店が新装開店…
国産・舶来アクセサリー
センスある品々
－１－．モードがいっぱいです
ぜひお立寄り下さい。

コスチュームアクセサリーの店

一建寄げいむ夢＝
神戸店／トアロード⑬ 8 6 4 3 . 2 2 9 3
大阪店／心斉橋ロビー（2 1 1 ) 5 1 5 3 . 1 0 4 4
心斉橋名店街( 小大丸ビル）2 1 1 - 8 5 0 3

燈

1８
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